
 

ゆめに向かう『 やる気 』ゆめをかなえる『本気』何度でもやり直す『根気

』 

輝け！口石っ子 佐々町立口石小学校 学校便り       

                  令和４年１月１１日 ２９号 文責 校長 岩下裕之介 

 
 
あけまして おめでとうございます。 
今年は「寅年」。学年のまとめをしっかり行い、よい年にします！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
皆様、新年 あけまして おめでとうございます。 
１月１１日（火） 
令和４年（２０２２年）の学校の幕開けです。 
１７日間の冬休みを終え、新しい年を迎えた口石小学校の子どもたちが、学校へ戻ってき

ました。冬休み中の子どもたちの学習や生活を見守っていただいた保護者・地域の皆様、本
当にありがとうございました。 

 
さて、冒頭の詩をご覧下さい。 
口石小学校の子どもたちに、新年を迎えた新鮮な気持ちを伝えたくて作ったオリジナルの

詩です。「あけましておめでとう」のそれぞれの文字を、頭にして作ってみました。 
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・健康であってほしい。 

・幸せあってほしい。 

・勉強名人、あいさつ名人の姿をたくさん見せてほしい。 

・夢（目標）をもって、本気でがんばってほしい。 



口石小学校の５６０名の子どもたちみんなが、今年も「すごいね。」「さすがは口石小学
校の子どもたちです！」とたくさんほめていただけるように、本気を出してがんばって、も
っと良い年にしてほしい。そんな願いを込めました。 

 
今年は「寅年」 
寅年は、「春の陽気を孕み、新しい生命が胎動する」とされています。冬枯れていた大地

に春が到来し、芽吹きが始まる頃。世の中のさまざまな分野で、新しいスタートが始まると
されます。 
 また、動物を当てはめた十二支では、猛獣の「虎」年になるため、非常に強い運気の年で
あるといわれます。一昨年から続くコロナ禍で、私たちの生活は大きく変わりました。 
 しかし、今年は強い運気で、子どもたちがさらに活躍する年にしていきたいですね。 
そこで、学校では、３学期は０学期、「まとめ、次の学年への助走期間、感謝の学期にし

よう！」 をキーワードに、新たな気持ちでスタートさせたいと考えています。 
 
１  「すごいね！」「さすがは口石小学校の○年生！」と言われる学年のまとめ 
 ○ 「勉強名人を目指す！」と心に決めて、テストで１００点をとることにこだわる。 
 ○  １時間１時間の授業を大切にし、「やったら出来た！」という経験をさせる。 
 
２  「ありがとう！」「助かったよ！」という言葉があふれる学級づくり 
 ○ 「心をみがく一日一善」の具体的な姿を子ども自身の言葉で語らせそれを目指す。 
   「目は心の窓」 アイコンタクト＝愛コンタクト 

「先生や友達の良いところを見つけよう！」という気持ちで対話をし、①「アイコン
タクト（愛コンタクト）」②「あったかことば」③「反応」は特に大切に！ 

  ○ 落ち着いた学校生活 

 
３  残り３か月で上級生（中学生）になるという自覚 
 ○ 下級生から「あこがれの気持ち」をもたれる上級生とは？ 
 ○  上級生になるために自分で実行することを決めて、クラスで実践 

（本気でチャレンジ、自分で分析、クラスで改善） 
 
上級生や本気でがんばっている友達の姿を見て、「自分もそうなりたい！」「この人を見

習いたい！」という「あこがれの気持ち」を大切にして、感謝の気持ちをもって今の学年の
まとめをしっかりと行いたいと考えています。 
ご家庭や地域でも、子どもたちが本気でがんばっている姿に気づいたら、「すごいね！」

「ありがとう！」「助かったよ！」の言葉をかけてください。これは、全校の子どもたちの
参考になる、あるいは、ぜひ紹介したいというエピソード等がありましたら、担任を通じて
校長室までお知らせください。 
口石小学校では、本気でがんばっている子どもたちを、たくさんの人たちで褒めながら、

応援し、さらに伸ばしていこうと考えています。今後とも、子どもたちへの温かな声かけと
サポートをどうぞよろしくお願いします。 
 
年賀状の寄贈 
 
 佐々栄町通り商工協同組合（理事長 西尾 弘穀 氏）か
ら、地域への還元事業として役に立てればと、全児童対象に
年賀状を寄贈していただきました。「日頃お世話になってい
る方などに年賀状を書くことで、感謝の気持ちを書く良い機
会になることを期待している。」というお言葉をいただきま
したので、その意図を子どもたちに伝え、年賀状を書かせて 
いただきました。メールでのやりとりが主流になった最近で
は、手紙やはがきを出すことがとても少なくなりました。そ 
んな中、相手を思いながら年賀状を書く時間は、子どもたち 
にとって、とても貴重な機会となりました。ありがとうござ 
いました。心よりお礼申し上げます。 


